
 

支払処理やレポート、印刷処理を加速する

OCZ「ZD XL SQL Accelerator 1.5」 

 

顧客背景および問題点 

 

今回の顧客は、クレジットカード処理やオンライン決済、チケットサービスなど、

複数の金融機関への支払いサービスを提供している会社で、月次・週次レポート

を複数の金融機関や、顧客に対して印刷・郵送する必要もありました。そして、

これらの作業に対応するため、システムを完全に仮想化していたにも関わらず、

SQL Server プラットフォームの作業量やデータ量の増加により、システム I/O

やリソース競合といった問題に直面していました。 

 

そこで顧客のインフラを確

認すると、ギガビットイー

サネットのネットワークバ

ックボーンに、15,000rpm

のSAS HDDをRAID 10構

成にした、旧式でパフォー

マンスの低い SAN を採用。

そのため、SAN への I/O ア

クセスがボトルネックにな

り、複数の金融機関に対す

るSQLクエリやログ書込な

どの処理を全て行うと、レ

イテンシが 100ms まで拡

大していることがわかりま

した。 

 

例えば、5,000 レコードを

超えるような、SQL Server

ベースの自動チケット販売

システムの場合、データウェアハウスにデータがアップロードされる前に、複数

の評価や検証プロセスが必要になるため、プロセスとリソース使用率に指数関数

的な相関があることがわかっています。つまりこの会社では、標準的なSAS HDD 

ソリューション概要 

 

業種 

金融サービス 

問題点 

顧客は、作業やデータ量の増加など、SQL Server プ

ラットフォームの肥大化のため、インフラやストレー

ジ性能が限界に達し、SQL 性能の低下やストレージ

レイテンシの増加、リソース競合などの問題に直面。

そして複数の SQL Server のデータを統合するレポ

ート作成では、数日間に渡って作業をする必要があり

ました。 

 

解決方法 

OCZ「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」の導入により、

HDD ベースのストレージ環境で発生していたパフォ

ーマンス、レイテンシ、競合などの問題を解決。仮想

システムの密度と使用率を約 3 倍まで引き上げるこ

とに成功しました。 

 

メリット 

・SQL Server のプロセス処理性能を3倍に向上 

・レポート生成時間を 83％削減 

・さらなるハードウェアの投資が必要ないため、費用

対効果が高く、簡単に導入可能 

 

ストレージハードウェア 

OCZ「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」 

 

ストレージソフトウェア 

OCZ「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」 

 

意思決定基準 

内部テスト手順 



 

で SQL Server アプリケーションを実行しているため、ホストシステムの I/O アクセス処理が競合し、効果的な運用が行える仮想

システムやプロセスの限界を超えていたのです。 

 

また月次・週次レポートの作成のような、複数の SQL Server に保存しているデータを統合する場合、別の I/O やリソースの競合

が発生するため、1つのレポートを生成するのに、SAS HDDベースのDAS（Direct-Attached Storage）を使い、3日間以上の時

間が必要になりました。 

解決方法：OCZ「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」 

「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」は、「Microsoft SQL Server」アプリケー

ションをプラグ・アンド・プレイで高速化できる、ハードウェア・ソフトウ

ェアで構成される統合ソリューションです。ハードウェアには業界で実績の

ある、OCZ製 PCI-Express SSDを採用。またストレージのレイテンシを抑

え、SQL Server の潜在的なボトルネックを解消するため、ローカルフラッ

シュボリュームと、HDDキャッシュを最適に運用するソフトウェアを実装し

ています。さらに、統計的に最適化された独自キャッシュ機構と、重要なデ

ータをあらかじめキャッシュ上に展開する「ダイナミックキャッシュアップ

スケジューラー」を組み合わせることで、高速なフラッシュメモリのパフォ

ーマンスを最大限に引き出すことができます。 

詳細はこちら> 

 

「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」の導入により、HDDベースのストレージ環境で発生していたパフォーマンス、レイテンシ、競合

などの問題が解決。仮想システムの密度と使用率を約 3倍まで引き上げることに成功しました。 

 

主な機能 

 

「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」の主要な機能の 1つに、SQL Server のボトルネックを解消する独自キャッシュ技術「ダイレク

ト・パス・キャッシュ」があります。この技術では、フラッシュメモリに保存できる小さなテンポラリデータベース（tempDB、

ログファイル、計算テーブルなど）は、ローカルフラッシュボリュームに保存し、読込・書込性能を向上。そしてローカルフラッ

シュボリュームに収まらない大規模データベースファイルは、統計的かつ先進的な方法で、データアクセスパターンやコマンドサ

イズを解析し、頻繁にアクセスするデータのみをキャッシュします。この SQL Server に最適化されたキャッシュ方法により、デ

ータベースの容量が増えた場合でも高いキャッシュヒット率を実現し、優れたストレージパフォーマンスを維持することができま

す。 

 

またこの会社では、複数の SQL Server の顧客データベースを統合して、週次・月次レポートの生成を行っていましたが、これら

の問題に対処するには、データを効率的にキャッシュする、「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」の「ダイナミックキャッシュアップス

ケジューラー」が有効です。 

 

「ダイナミックキャッシュアップスケジューラー」は、繰り返しアクセスされるパターンを識別し、SQL Server が必要とする時

刻にアプリケーションデータをキャッシュ内にあらかじめ展開する、定期的なタイムスケジュールを設定可能。これにより、これ

まで 3日間かかっていた作業を一晩まで短縮することに成功しました。 

http://ocz.com/enterprise/z-drive-4500-pcie-ssd


投資収益率 

 

顧客は、「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」をテストするため、小規模なプロトタイプ版の仮想システムを使い、内部 UAT（User 

Acceptance Testing）を実施しました。このプラットフォームは、6コア 12 スレッドの Intel Xeon（2.53GHz）×3、600GB HDD

（SAS 6Gbps）による RAID 1（DB/ログファイル用）、2TB HDD（SATA3.0/6Gbps）による RAID 1（サービスログ/アーカイ

ブ/バックアップ）で構成され、Windows 2008 R2 と、SQL Server 2008 R2 データベース×2をインストールした仮想マシンを

7～12 基駆動。そのうち 2つは SQL Server アプリケーション専用として動作させています。 

 

そして、最も頻繁にアクセスされる SQL Server のストレージに「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」を導入して、SAS HDDシステ

ムとのレイテンシを比較したところ、SAS HDD では 7,000ms 以上かかっていたレイテンシが、2,500ms 以下まで約 1/3 に。2

番目に負荷のかかる SQL Server では、レイテンシが 3,200ms から 540ms まで約 1/6 に短縮されました。さらに「ZD-XL SQL 

Accelerator 1.5」の「ウォームアップスケジューラ」を使用することで、週次・月次レポートの印刷時間は 83％削減でき、3 日

かかっていた作業を一晩で完了できるようになりました。 

当初、この会社では、より堅牢なプラットフォームにアップグレードするため、最新のインターフェイスを備えた SAS HDDで構

成される、サーバーの購入を検討していましたが、「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」の導入により、高価な最新サーバーを購入する

ことなく、低コストでサーバーシステムのパフォーマンスの改善に成功しました。つまり「ZD-XL SQL Accelerator 1.5」を使え

ば、最小限の投資でデータベースやストレージなど、既存のプラットフォームのパフォーマンスを大幅に引き上げることができる

ようになるわけです。 
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